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（１）福島町ふるさと応援基金事業について 

 ふるさと応援基金は、「福島町自立プラン」の特別対策の一環として産業振興

や福祉の向上などのまちづくりに関する施策の財源に活用する目的で平成 18

年度からスタートしております。 

  

●前回会議までの検討状況 

 

第１回目の検討内容 

■平成 22 年度第 1 回まちづくり推進会議（平成 22 年 5 月２７日開催） 

○会議の進め方 

  総務教育部会と経済福祉部会に分かれて KJ 方式を用いたグループワーク

形式で作業を進め、「一人一人の提案」を集約し「グループとしての提案」

として部会長から発表を行った。 

 

 ○グループの意見 

  ◆経済福祉部会  ①食【海も畑も育てるまちづくり】 

           ②観光【松前神楽などの観光資源の活用】 

 

  ◆総務教育部会  ①雇用【働く場所の確保】 

           ②医療費軽減対策と少子化対策 

           ③教育【学力の向上対策、学校への地球儀の設置】 

           ④その他【町民との交流の場の提供】 

 ○総括 

  ◆基金に寄贈してくれた人の想いは、まちづくりに活用する生きた使い方 

を望んでいる。 

  ◆検討したことが基金を必ずしも使いきるということではなく、当会議と 

して町長なり行政への提言につながるような議論を目指す。 

 

○次回会議に向けて 

   具体的な事業について内容を掘り下げた議論を進めることとした。 
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第２回目の検討内容 

■平成２３年度第３回まちづくり推進会議（平成 23 年１０月１８日開催） 

 ○会議の進め方 

  総務教育部会と経済福祉部会に分かれて、各部会で意見の出し合いをする。 

  

 ○グループの意見 

  ◆経済福祉部会  ①観光【松前神楽の修理】 

              【近隣４町観光に係る助成】 

           ②雇用【雇用の場の創出-観光アドバイザーの採用】 

           ③食 【食と産業の連携強化】 

 

  ◆総務教育部会  ①教育【教育玩具】 

           ②観光【歴史的な背景（伊能忠敬の全国地図の始まっ

た場所や殿様街道ウォーク）が豊富なことか

ら、その部分（PR 等）での活用】 

           ③その他【町の魅力発信をするネイチャーガイド等の人 

材育成への助成】 

              【南北海道駅伝への助成】 

 

 ○総括 

  ◆意見収集で終了してしまい、意見整理が出来なかった。 

   まちづくり推進会議として、町長や行政に答申できるよう次回会議にお 

いても検討する。 

 

○次回会議に向けて 

   これまで出された意見を集約し、部会を分けず、まちづくり推進会議で 

の答申として町長や行政に提出できるようにする。 
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第３回目の検討事項 

 

検討事項① 

  これまで出された意見からまちづくり推進会議の意見として町長へ答申す

る内容について、別表を用いて事務局で意見の収斂をした結果、下記の意

見が適当だと思われる。 

（限られた財源なので１件から２件程度で答申内容を整理した） 

 

  １つ目 観光分野 歴史的な背景が豊富なことからその部分での活用 

   

  ２つ目 雇用分野 観光を支える人材への活用 

            

 

    

検討事項② 

まちづくり推進会議として答申する意見 

 １つ目の意見 

 

 

 

２つ目の意見 

 

 

 

 

 

検討事項③ 

上記意見を進めるための具体的な取り組み内容（事業内容） 

 

 

 

 １つ目の意見                           

 

 

 

 ２つ目の意見                           
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■まちづくり推進会議から答申された意見の取扱い 

  平成２３年度内に町長へ答申を行います。 

  町長と行政については、それを受けて平成 25 年度の予算化に向けて事務

を進める。 

   

 

 

検討事項④ 

  次年度以降のふるさと応援基金事業の活用の仕方についての意見 

  今年度のような答申の仕方が適しているのか？ 

  各事業種類事に検討を重ねた方がよいのか？ 
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●福島町ふるさと応援基金の状況について 

 ア．寄付金の内訳（平成２４年２月１日現在）       単位：円 

事業の種類 件 数 

寄付金額 

 

 

①（累計） 

条例第 4 条 

第 2 項の指 

定額 

②（累計） 

 

処分金額 

 

③（累計） 

 

残 高 

 

①＋②-③ 

1. 産業の

充実に関す

る事業 

1５件 1,280,000 213,000 179,000 1,314,000 

2. 生活環

境の整備及

び健康福祉

の充実に関

する事業 

2３件 4,595,305 0 0 4,595,305 

3. 人材育

成及び文化

の向上に関

する事業 

1８件 1,625,000 0 140,000 1,485,000 

4. コミュ

ニティその

他まちづく

りに関する

事業 

5 件 230,000 297,000 396,000 131,000 

5.特に指定

なし 
9５件 9,746,050 △510,000 0 9,236,050 

 

 合 計 

 

156 件 

（139 件） 
17,476,355 0 715,000 16,761,355 

※件数の（ ）数値は実件数 

 



 

7 

 

 


